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予 

算 

の
概
要

平成28年度＊「
平
成
28
年
度
川
越
市
予
算
書
」「
平
成
28
年
度
川
越
市
予
算
説
明
書
」「
平
成
28

年
度
川
越
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計
当
初
予
算
の
概
要
」
は
財
政
課（
本
庁
舎
4
階
）・

情
報
公
開
窓
口（
東
庁
舎
1
階
）・
図
書
館
・
公
民
館
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

財
政
課
L
2
2
4
︲
5
6
1
8

平成28年度
A

平成27年度
B

増減額
A － B ＝ C

前年度比
C ／B（％）

一般会計　　　（イ） 110,960,000 110,430,000 530,000 0.5

特
別
会
計

国民健康保険事業 43,668,300 43,575,100 93,200 0.2
後期高齢者医療事業 3,744,600 3,511,800 232,800 6.6
歯科診療事業 85,100 103,100 △ 18,000 △ 17.5
介護保険事業 20,940,700 19,471,700 1,469,000 7.5
母子父子寡婦福祉資金貸付事業 97,400 96,800 600 0.6
川越駅東口公共地下駐車場事業 161,800 132,700 29,100 21.9
農業集落排水事業 143,500 148,000 △ 4,500 △ 3.0

企業会計
水道事業 9,730,636 9,689,901 40,735 0.4
公共下水道事業 9,252,698 9,388,893 △ 136,195 △ 1.5

特別会計の小計　　　（ロ） 87,824,734 86,117,994 1,706,740 2.0
総計　（イ＋ロ） 198,784,734 196,547,994 2,236,740 1.1

会計別当初予算 （単位は千円、△は減を表します）

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、

前
年
度
比
で
0
・
5
％
増
加
し
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
の
主
な
増
減
理
由
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
歳
入

　
市
税
は
、
個
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税

等
は
増
収
を
見
込
ん
だ
も
の
の
、
法
人
市

民
税
や
市
た
ば
こ
税
は
減
少
を
見
込
み
、

市
税
全
体
で
は
、
前
年
度
比
で
0
・
2
％

減
少
し
ま
し
た
。
市
債
は
、
小
学
校
施
設

整
備
事
業
債
等
の
増
が
見
込
ま
れ
る
も
の

の
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業

債
等
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
比
で
17
・

5
％
減
少
し
ま
し
た
。

■
歳
出

　
扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
家
庭
保
育
室
等
の

減
を
見
込
ん
だ
も
の
の
、
施
設
型
給
付
費
等

（
保
育
所
等
）や
介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付
等

の
増
を
見
込
み
、
前
年
度
比
で
6
・
3
％
増

加
し
ま
し
た
。
普
通
建
設
事
業
費
は
、
民
間

福
祉
施
設
補
助（
地
域
密
着
型
施
設
等
）な
ど

の
増
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
施
設
整
備
や
新
斎
場
建
設
等
の
減
に

よ
り
、
前
年
度
比
で
17
・
2
％
減
少
し
ま
し

た
。

＊
歳
入
お
よ
び
歳
出
の
性
質
別
の
各
予
算

額
は
、
左
ペ
ー
ジ
上
の
表
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
は
、
歳
入
に
お
い
て
国
庫
支
出

金
、
県
支
出
金
、
地
方
消
費
税
交

付
金
等
が
前
年
度
よ
り
増
加
し
た

も
の
の
、
歳
出
に
お
い
て
義
務
的

経
費
で
あ
る
扶
助
費
や
公
債
費
等

が
増
加
し
、
大
変
厳
し
い
財
政
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
予
算
編
成
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
特
に
重
点
的
に
予
算
を
配
分
す
る

施
策
と
し
て
「
子
供
を
安
心
し
て
産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
」「
魅
力
を
高
め
、
活
力
を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り
」「
人
と
人
と
が
つ
な

が
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
地
方
創
生
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
た
取
組
」
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご

要
望
や
重
要
課
題
に
対
応
し
た
施
策
・
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
と
さ
れ
る
景
気
の
動
向
に

も
配
慮
し
、
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
て
緊
急
に
実
施
す
べ
き
対

策
等
を
掲
げ
る
国
の
補
正
予
算（
第
１
号
）を
活
用
し
、
平
成
27
年
度
3
月

補
正
予
算
と
と
も
に
積
極
的
な
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
各
種
事
業
の
実
現
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

川越市長　川合善明

一
般
会
計
の
歳
入
と
歳
出



	 3	 広報川越№1364・2016.4.10

自
主
財
源

市税

55,293,982千円 49.8%

依
存
財
源

国庫支出金

18,146,540千円 16.4％

市債
9,001,400千円 8.1％

県支出金 6,966,004千円 6.3％

その他
9,098,700千円 8.2％

義
務
的
経
費

扶助費

28,725,691千円 25.9%

人件費

21,702,683千円 19.5%

公債費
9,538,669千円 8.6%

投
資
的
経
費

普通建設
事業費

12,495,032千円 11.3%

　
　
　 

 

そ
の
他

物件費

15,828,388千円 14.3%

繰出金

13,636,917千円 12.3%

補助費等

歳入用語解説
●��自主財源… 市税など、市が自主的に確保できる財源
●��依存財源…国の決定に基づいて交付される国庫支出金

や、市の借金である市債などの財源
●��その他…地方消費税交付金、地方交付税、地方譲与税、

株式等譲渡所得割交付金、配当割交付金、地方特例交付
金、自動車取得税交付金、ゴルフ場利用税交付金、利子
割交付金、交通安全対策特別交付金

歳出用語解説
●  義務的経費…支出が義務付

けられ、任意に削減するこ
とが難しい経費

●  投資的経費…将来にわたり
使用する道路などの社会資
本を整備するために使われ
る経費

給与収入が最も多く、親からの仕送り、借金が
続きます。自主財源の収入全体に対する割合は、
61.0% です。

平成28年度一般会計予算を年収500万円の家庭の収入・支出に例えてみると
医療費、食費に続き、公共料金などの割合が多くを
占めます。義務的経費の歳出全体に対する割合は、
54.0% です。

収入（歳入） 当初予算（円） 構成比（％）

自
主
財
源

給与（市税） 2,490,000 49.8

パート収入（諸収入など） 325,000 6.5

貯金をおろす（繰入金） 145,000 2.9

前年の繰り越し（繰越金） 90,000 1.8

依
存
財
源

親からの仕送り①（国庫支出金） 820,000 16.4

借金（市債） 405,000 8.1

親からの仕送り②（県支出金） 315,000 6.3

親からの仕送り③（その他） 410,000 8.2

計 5,000,000 100.0

支出（歳出：性質別） 当初予算（円） 構成比（％）

義
務

医療費（扶助費） 1,295,000 25.9 

食費（人件費） 975,000 19.5 

借金返済（公債費） 430,000 8.6 
投
資 家の増改築（普通建設事業費など） 565,000 11.3 

そ
の
他

公共料金など（物件費） 715,000 14.3 

子に仕送り（繰出金） 615,000 12.3 

自治会費など（補助費等） 320,000 6.4 

その他（貸付金など） 85,000 1.7 

計 5,000,000 100.0

一般会計歳入の構成

諸収入 3,596,687千円 3.2％

予備費 120,000千円 0.1％

維持補修費 807,602千円 0.7％

3,227,529千円 2.9％繰入金

139,273千円 0.1％積立金

2,156,319千円 1.9％使用料及び
手数料

2,000千円 0.0％災害復旧事業費

964,392千円 0.9％分担金及び
負担金

2,000,000千円 1.8％繰越金

886,999千円 0.8％貸付金
7,076,746千円 6.4％

502,227千円 0.5％財産収入
6,220千円 0.0％寄附金

一般会計歳出の性質別構成

収入 支出



いきます
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一般会計の主な事業と予算額（目的別）
＊ ＝新規事業。■新

■新健康食レストランの設置検討� 10万2千円
　川越産農産物の生産・流通の促進、消費拡大、認知度
の向上を図るため、健康食レストランの設置を検討する。
■住宅改修補助金� 2,000万円
■新免税一括カウンター設置検討調査� 470万円
　外国人観光客の消費の活発化と、商店街の活性化を図る
ため、免税手続きの一括カウンターの設置の検討を行う。
■新観光博覧会出展及びインバウンドPR事業�
� 395万9千円
　ツーリズムエキスポジャパンへの出展等により、国内
外に広く川越を PR し、観光客の誘致を図る。
■新みんなで支える観光基金事業� 955万円
　同基金を活用し、外国語観光ボランティアガイドの養
成、指さし対話集の作成、無料 Wi-Fi の整備等を行う。
■旧山崎家別邸� 2,148万2千円
　新たな観光資源として活用を図るため、市民や観光客
への公開や維持管理を行う。
■新幸町トイレ建替工事� 4,471万円
　公衆用トイレの計画的な改修を進めるため、幸町トイ
レの改築工事を行う。

土木費� 90億6,235万2千円
■川越駅東口ペデストリアンデッキ改修詳細設計
� 7,396万円
■新鶴ヶ島駅前交通広場改修工事概略設計� 700万円
■市道0074号線、0078号線、8004号線整備
� 1億906万6千円
　東京オリンピックのゴルフ競技会場（予定）へのアクセ
ス向上や円滑な大会運営を進めるための市道整備を行う。
■立地適正化計画策定検討� 1,128万1千円
　持続可能な都市経営の観点から、居住機能や福祉・医
療・商業等の都市機能の誘導と公共交通の充実等に関す
る包括的なマスタープランである立地適正化計画の都市
機能誘導区域の設定および居住誘導区域の検討を行う。
■旧川越織物市場保存・活用� 4,895万6千円
　旧川越織物市場を保存・活用し、「文化創造インキュ
ベーション施設」として整備する
ため、実施設計を行うとともに導
入機能調査・施設管理運営方針を
策定する。
歴史的建造物再生・利活用マネジメントサイクルの構
築調査� 1,299万8千円
　官民連携による未活用の歴史的建造物の健全な保全、
利活用および包括的な管理運営の仕組みを構築するため
の調査を行う。
■笠幡駅前周辺整備� 4,310万円
　笠幡駅の駅前整備に向けた調査等を行う。

■南古谷駅周辺整備� 430万円
　南古谷駅北口の開設に向けた調査等を行う。
■川越駅西口市有地利活用� 8,157万3千円
　川越駅西口市有地について、多様な機能の集積による
新たな拠点の形成と魅力あるまちづくりを行う。
■新川越駅西口歩行者用デッキ延伸設計� 3,500万円
　川越駅西口駅前広場歩行者用デッキを川越駅西口市有
地北端まで延伸させるための設計を行う。
■新自転車駐車場概略設計業務委託� 500万円
　川越駅西口区域における自転車駐車場を整備するため
の概略設計を行う。
■新河岸駅駅舎及び自由通路等整備�
����������10億6,829万9千円
　東西駅前広場を含む都市
計画道路の整備とあわせて、
新河岸駅の橋上駅舎と自由
通路を整備する。
■新歴史的地区環境整備街路（立門前線）� 508万7千円
　立門前線の整備に向けた設計を行う。
■松江町一丁目交差点改良� 1億2,907万円
■新小仙波地内街区公園整備� 2億965万6千円

消防費� 44億7,411万4千円
■災害用備蓄品の整備� 1,636万3千円
　災害発生時の市民生活を確保するため、食料、生活必
需品、防災用資機材等の備蓄および管理を行う。
■防災訓練の実施� 458万9千円

教育費� 124億2,631万2千円
■オールマイティーチャー配置事業� 5,077万3千円
　市費による教員（オールマイティーチャー）を配置する。
■新小学校普通教室空調設備整備� 1億8,000万円
　小学校普通教室に段階的に空調設備を導入する。
■新タブレット端末導入及び校内 LAN敷設� 9,311万3千円
　小中学校においてICTを活用した授業の実践を行うため、
タブレット型パソコンと校内無線 LAN の整備を行う。
■南古谷小学校増築� 4億6,250万円
■新空調設備設置� 2,193万5千円
　特別支援学校の普通教室等に空調設備を導入する。
■仮称霞ケ関西公民館建設推進� 7,228万円
　公民館の建設を推進するための実施設計を行う。
■学校給食センター施設整備� 1億8,992万7千円
　新学校給食センターの本体工事に着工するとともに、
既存の学校給食センターの施設改修等を実施する。

その他� 98億1,269万4千円
　災害復旧費・公債費・諸支出金・予備費。

■新

完成イメージ図完成イメージ図



議会費� 6億7,792万6千円

総務費� 109億3,625万7千円
情報セキュリティ対策� 162万円
ラジオCM放送� 84万3千円
■新フィルムコミッション事業� 1,000万円
　映画やテレビドラマ等の撮影場所誘致のための基礎
調査として、ロケーションのデータ収集を行う。
■新コンベンションの誘致� 500万円
　ウェスタ川越等を活用したコンベンションの誘致活動
を展開するための基礎調査を実施。
公共施設等保全計画策定支援業務� 771万2千円

　公共施設等総合管理計画に基づき、公共施設に係る保
全・長寿命化計画を策定する。
■新地域創生の推進� 834万9千円
　本市の地方創生を推進するため、総合戦略に位置付け
た新たな事業の推進に向け調査・検討を行うとともに、
重要業績評価指標に基づく総合戦略の進捗管理を行う。
■東京オリンピック・パラリンピックの推進�
� 1,826万6千円
　事前キャンプの誘致等の取り組みを積極的に進めると
ともに、大会への機運の醸成と本市の活性化につなげる
ため、オリンピックコンサート、講演会等を実施する。
■地域会議補助金� 506万円
　地域会議が行う地域づくり事業および地域会議の運営
費に補助金を交付する。
■提案型協働事業補助金� 240万円
空き家対策� 1,803万円

　地域住民の生活環境の保全とともに、空き家等の活用
を推進するため、空き家等に関する実態調査等を行う。
■都市・地域総合交通戦略策定� 2,281万1千円
　まちづくり施策と連携しながら、さまざまな交通施策
をパッケージ化した都市・地域総合交通戦略を策定する。
■新東武東上線川越駅ホームドア設置工事負担金
� 5,450万円
■川越運動公園陸上競技場の改修等� 1億7,440万円
■新コンビニ交付　　3,209万1千円
　個人番号カードを活用し、コンビ
ニエンスストアで各種証明書を交付
できるようにする。

民生費� 479億3,659万9千円

■コミュニティソーシャルワーカー配置事業補助金
� 781万9千円
■子育て体験学習事業� 71万円
　市内の中学校で、赤ちゃんとのふれあい体験、妊婦疑
似体験および誕生学講座を実施する。

■新ひとり親家庭学習支援事業� 631万8千円
　児童扶養手当の支給を受けているひとり親家庭の中学
生を対象に、学習の支援による基礎的な学力の向上と、
進学等の相談を通じて、自立の促進を図る。
■第三子及び多胎児産前産後ヘルパー派遣� 912万6千円

衛生費� 131億8,149万7千円
■新産前・産後支援事業� 968万2千円
　妊娠期から子育て期にわたる総合的な相談支援をす
るため、相談員を配置する。また、出産直後の母子が
助産所等に入所し、心身のケアや育児サポートを受け
る産後ケア事業を実施する。
■新急速充電器設置　　�553万円
　増加する急速充電器利用者の利便
性の向上を図るため、電気自動車の
急速充電器を新たに1台設置する。
■再生可能エネルギー機器等普及促進事業補助金
� 1,990万1千円
■新斎場建設� 21億2,138万円
　平成29年4月からの供用開始を目指し、老朽化した
現斎場に代わる新斎場の建設工事を推進する。
■再生資源（紙類）モデル事業収集運搬業務� 698万円
■東清掃センター整備事業� 1億6,434万円

労働費� 1億9,573万3千円
■就職応援セミナー等� 75万円
　本市で学ぶ大学生等に対し、川越の産業の魅力を伝え
る就業支援や若い世代の市内就業につなげるための就職
応援セミナーを実施する。
■新若年者就労支援事業	 	 	 　		360万円
　ニートやひきこもりの状態にある者を含む働くことに
悩みを持つ若年者の職業的自立を支援するため、若年者
および保護者を対象にした個別相談やセミナーを行う。

農林水産業費� 5億9,992万6千円
■川越農産物ブランド化� 561万円
　川越産農産物の流通と消費の拡大に向けて、関係者に
よる連絡組織の設立や川越産農産物の PR を図る。

商工費� 16億5,659万円
■新中小企業に対する経営相談� 34万6千円
　中小企業診断士の資格を持つ相談員がアドバイスを行う。
■新リノベーションによる空き店舗再生事業�
� 2,084万8千円
　建物の機能向上や用途変更を行うリノベーションと創
業支援を一体で行うことにより、ハードとソフトの両面
から、空き店舗の再生、活用を図る。
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今年度は、このような事業を行って

■新

■新

■新
■新
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第
四
次
川
越
市
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

政
策
企
画
課
L
2
2
4
︲
5
5
0
3

　
市
民
と
行
政
に
と
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
指
針
と
な
る
も
の
で
、
目
指
す
べ
き
都
市
像
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
目
標
や
必
要
な
方
策
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
社
会
状
況
や
市
民
意
識
な
ど
を
踏
ま
え
、
総
合
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
の
計
画
期
間
が
平

成
27
年
度
で
終
了
し
た
こ
と
を
受
け
、
新
た
に
平
成
28
年
4
月
を
始
期
と
す
る
第
四
次
川
越
市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

総
合
計
画
と
は

　第四次川越市総合計画では、市が目指すべき、10年後が表現された姿を

次のとおり定めました。

人がつながり、魅力があふれ、
だれもが住み続けたいまち 川越

将来都市像

第四次川越市総合計画

総合計画の前提となる主たる社会状況

人口減少と少子高齢化の進行
　少子高齢化にともなう人口減少社会に、市としていかに対処し、持続ある

社会を形成するかに主眼を置きました。

　川越市の人口は、昨年8月には35万人に達しましたが、平成30年をピー

クに減少することが見込まれています。また、14歳以下の年少人口や15歳

から64歳までの生産年齢人口の減少が進む一方、65歳以上の高齢者、特に

75歳以上の方の人口が大幅に増加します。

財政の見通し
　少子高齢化の進行や経済成長の大きな伸びが期待できないことなどから、

市税をはじめとする収入は中長期的には横ばい、または減少が見込まれる一

方で、社会保障費は増大するという傾向は今後も続いていくものと予想され

ます。このことから、市の財政状況は、ますます厳しさを増していくものと

考えられます。今後も積極的に行政改革に取り組み、将来にわたって持続可

能な財政運営を行います。

第四次川越市総合計画の特徴

将来人口35万人の維持
　総合計画に位置付けた施策を確実に行うことで、10年後の平成37年の人

口について35万人の維持を目指します。

子ども・子育て
　将来人口を意識し、本市の活力を未来へつなぐよう少子化対策に向けて、

子育てへの支援などに取り組みます。

住民自治
　協働をさらに充実させるとともに、住みよいまちづくりに向けて、市民自

らが関わる住民自治を推進します。

川越市における年齢区分別人口割合と人口の実績および推計

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

330,000
332,500
335,000
337,500
340,000
342,500
345,000
347,500
350,000
352,500
355,000

H18 H23 H28 H33 H37

高齢者人口（65歳以上）の割合高齢者人口（65歳以上）の割合

生産年齢人口（15～64歳）の割合生産年齢人口（15～64歳）の割合

年少人口（0～14歳）の割合年少人口（0～14歳）の割合

（人）（%）

人口 ＊H28以降は市の推計

第四次川越市総合計画
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第四次川越市総合計画の体系図

基
本
構
想

基本計画

第四次川越市総合計画

総合計画の構成・期間

　第四次川越市総合計画は、3層で構成されます。それぞれの計画期間は次のとおりです。

基本構想（H28 ～ 37）基本構想（H28 ～ 37）……今後 10 年間のまちづくりの基本的な考え方を示します

基本計画（H28 ～ 32）基本計画（H28 ～ 32）……基本構想を実現するための施策を体系的に示します

実施計画（3 年間 ＊毎年度改定）実施計画（3 年間 ＊毎年度改定）……施策の具体的な実施方法等を示します

基本目標

基本構想の理念

　基本構想の理念は、市民と行政のまちづくりに対する基本的な考え方を示し

たものです。第四次川越市総合計画では、次の3つの理念を定めました。

人と人とのつながりから広がるまちづくり
　さまざまな主体との協働を進めるとともに、人と人、人と地域などの連携や

協力によって、結びつきを広げながら、みんなでまちをつくります。

魅力を高め、活力を生み出すまちづくり
　先人から受け継いだ歴史や文化、豊かな自然を大切にしながら、新たな価値

を創造し、訪れたい、しごとをしたい、住み続けたいまちをつくります。

持続可能なまちづくり
　人口減少や少子高齢化、社会資本の老朽化、環境問題などに対応しながら、

未来に向けて、平和で安全に、安心して過ごせるまちをつくります。

　将来都市像の実現のため、行政が行っているまちづくりの取り組みを体系的に8つに分け、それぞれの分野

の目標を定めました。

基本構想を実現するための施策（8分野52施策）

8つの分野別の基本目標

住民自治・
行財政運営

地域社会・
市民生活

環境 産業・観光
都市基盤・
生活基盤

教育・文化・
スポーツ

福祉・保健・
医療

子ども・子
育て

つ
な
が
り
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
推
進

地
域
で
支
え
合
う
、
安
全
で
安
心
な

ま
ち

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
、
豊
か
な
自

然
と
と
も
に
生
き
る
ま
ち

地
域
資
源
を
い
か
し
た
、
に
ぎ
わ
い

と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち

安
全
で
快
適
な
基
盤
を
備
え
、
歴
史

や
自
然
と
調
和
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち

歴
史
と
文
化
を
感
じ
な
が
ら
学
び
あ

い
、
豊
か
な
心
を
育
む
ま
ち

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
一
人
ひ
と
り

が
健
康
で
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
、
子

育
て
の
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち

基本構想の理念

将来都市像

将来人口
各種施策を確実に行うことにより35万人を維持

土地利用構想



＊第四次川越市総合計画は、市ホームページに掲載しています。また、政策企画課（本庁舎4階）・各公民館・各図書館の
窓口にも冊子を設置しています。
＊基本構想を実現するための施策について、広報川越で4回に分けてお知らせしていきます。
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　第四次川越市総合計画の策定にあたっては､ 市民の意見を反映することや市政への市民参加を進めるため、

ワークショップやインタビューなどの手法を取り入れました｡ 主なものは次のとおりです。

　市民参加の取り組みは、これからも継続して行い、皆さんの声を生かした市政を進めていきます｡

策定にあたって皆さんに参加していただきました

■川越みらい会議
　無作為抽出した18歳以上の方に参加を募り、「市

が力を入れるべき取り組み」等について話し合いを

行いました。

■大学生インタビュー
　市内4大学の学生を対象に将来の川越に向けた話

し合いを行いました。

■エリアインタビュー
　市内全17公民館で「市が力を入れるべき取り組

み」等について話し合いを行いました。

■まちかどインタビュー
　在勤、在学者等を対象に、「住み続けたいまち（住

んでみたいまち）になるために必要な施策」につい

て駅前で聞き取り調査を行いました。

■女性限定！おしゃべりカフェ
　20代～40代の女性を対象に、「住み続けたいま

ちになるために」をテーマに話し合いを行いまし

た。

■若者ワークショップ
■外国籍市民インタビュー

水・緑ゾーン

緑ゾーン

緑拠点

水・緑拠点

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軸

都
心
核
・
地
域
核
形
成

緑
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
拠
点
形
成

産
業
拠
点
形
成

東武東上線

鶴ヶ島駅

西川越駅
的場駅

笠幡駅

南小畔川

ＪＲ川越線

南大塚駅

入間川

西武新宿線

不老川 関越自動車道

東武東上線

新河岸川

ＪＲ川越線

南古谷駅

新河岸駅

川越駅

川越市駅
本川越駅

伊佐沼

荒川

九
十
川

首都圏中央連絡自動車道
（圏央道）

小畔川小畔川

霞ケ関駅

高速道路・インターチェンジ

鉄道・駅

主要幹線道路

主要幹線構想道路

凡　　　　  例

都心核

都市的活動核

歴史・水・緑核

地域活動ゾーン

凡　　　　  例

地域核

産業拠点

凡　　　　  例

凡　　　　  例

(赤線は整備中または未整備の路線)

河川・沼

他都市との連携

*

土地利用構想

基�本的な考え方…自然環境の保全、育成等に努め、歴史や自然と調和のとれた魅力ある都市を目指します。また、社会
状況、安全性、利便性、快適性、そして地域の特性を考慮し、総合的かつ計画的な土地利用を進めます。

都�市構造の構築…県南西部の拠点都市として、広域的に求心力のある、魅力にあふれ、活力に満ちた都市を目指します。
そのため、都市機能の集約化とネットワーク化を促進し、誰もが自由、快適に移動できる質の高い都市として、持続
可能な多極ネットワーク型の都市構造の構築を進めます。

都
心
核
・
地
域
核
形
成

都心核

都市的活動核

歴史・水・緑核

地域活動ゾーン

凡　　　　  例

地域核

第四次川越市総合計画

高速道路・インターチェンジ

鉄道・駅

主要幹線道路

主要幹線構想道路

凡　　　　  例

(点線は整備中または未整備の路線)

河川・沼

他都市との連携

水・緑ゾーン

緑ゾーン

緑拠点

水・緑拠点

産業拠点

凡　　　　  例

凡　　　　  例
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子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

催
し
・
募
集

ニ
ュ
ー
ス

コ
ラ
ム

川
越
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
原
案
に
対
す
る
意
見
募
集

社
会
資
本
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

L
2
2
4
‐
6
3
7
7

O
2
2
5
‐
2
8
9
5

　
市
で
は
、
公
共
施
設
等
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
管
理
し
て
い
く
た
め
、
川
越
市

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
す
る
た

め
、
同
計
画
の
原
案
に
対
す
る
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

閲�

覧
・
募
集
期
間
…
4
月
11
日
㈪
～
5
月

10
日
㈫（
必
着
）

閲�

覧
場
所
…
社
会
資
本
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

（
本
庁
舎
4
階
）・
市
民
セ
ン
タ
ー
・
南

連
絡
所
・
本
川
越
駅
証
明
セ
ン
タ
ー
・

公
民
館
・
図
書
館

対�

象
…
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
、
ま
た

は
利
害
関
係
の
あ
る
方

意�

見
の
提
出
方
法
…
閲
覧
場
所
で
配
布
す

る
意
見
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

〒
3
5
0
‐
8
6
0
1
川
越
市
役
所

社
会
資
本
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課（
持
参
・

フ
ァ
ク
ス
可
）

＊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
、
閲
覧
・
意

見
の
提
出
が
で
き
ま
す
。

意
見
の
取
り
扱
い

　
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
今
後
の
計
画
策

定
の
参
考
に
し
ま
す
。
ま
た
、
意
見
に
対

す
る
考
え
方
と
案
を
修
正
し
た
場
合
は
内

容
を
公
表
し
ま
す
。
類
似
の
意
見
は
取
り

ま
と
め
て
公
表
し
、
個
別
の
回
答
は
行
い

ま
せ
ん
。
な
お
、
個
人
情
報
は
公
表
し
ま

せ
ん
。布

類
拠
点
回
収（
前
期
）を
実
施

資
源
循
環
推
進
課

L
2
3
9
‐
6
2
6
7

　
回
収
場
所
な
ど
詳
し
く
は
、
3
月
10
日

発
行
の
広
報
川

越
と
同
時
期
に

配
布
し
た
「
平

成
28
年
度
家
庭

ご
み
の
分
け

方
・
出
し
方
」

を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

日�

程
…
5
月
8
日
～
6
月
19
日（
5
月
29

日
、
6
月
5
日
を
除
く
）、
日
曜
日

時
間
…
午
前
9
時
～
正
午

浄
化
槽
の
補
助
制
度
に
つ
い
て

環
境
対
策
課
L
2
2
4
‐
5
8
9
4

　
単
独
処
理
浄
化
槽
・
く
み
取
り
便
槽
か

ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
お
よ
び
合

併
処
理
浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
（
補
助
金
が
予
算
額
に
達
し

た
時
点
で
終
了
）。
郵
送
で
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

　
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

家
庭
用
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

　
単
独
処
理
浄
化
槽
・
く
み
取
り
便
槽
か

ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
す
る
方

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
申
請
期
間
は
来
年
2
月
15
日
㈬
ま
で
、

実
績
報
告
の
提
出
は
来
年
3
月
10
日
㈮
ま

で
で
す
。

■
設
置

対�

象
区
域
…
下
水
道
事
業
計
画
区
域
・
農

業
集
落
排
水
事
業
実
施
採
択
区
域
を
除

い
た
区
域

①�

既
存
住
宅
の
浄
化
槽
設
置
工
事
の
み

補�

助
金
額
…
5
人
槽
＝
41
万
円
▼
6
・
7

人
槽
＝
44
万
2
0
0
0
円
▼
8
～
10
人

槽
＝
64
万
2
0
0
0
円

②�

建
て
替
え
に
伴
う
合
併
処
理
浄
化
槽
へ

の
転
換

補
助
金
額
…
10
人
槽
以
下
＝
12
万
円

③�

下
水
道
事
業
計
画
区
域
内
で
下
水
道

整
備
が
7
年
以
上
見
込
ま
れ
な
い
区

域
に
お
け
る
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の

転
換

補
助
金
額
…
10
人
槽
以
下
＝
12
万
円

■
撤
去
費

　
①
の
工
事
に
併
せ
て
行
う
既
存
単
独
処

理
浄
化
槽
等
の
処
分
に
対
す
る
補
助

補
助
金
額
…
4
万
円

■
配
管
費

　
①
の
工
事
に
併
せ
て
行
う
配
管
工
事
に

対
す
る
補
助

補
助
金
額
…
15
万
円

家
庭
用
合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持
管
理

　
浄
化
槽
を
新
た
に
設
置
、
ま
た
は
構
造

の
変
更
等
を
行
っ
た
浄
化
槽
管
理
者
は
、

浄
化
槽
法
に
よ
り
、
使
用
開
始
3
か
月
を

経
過
し
た
あ
と
の
5
か
月
間
に
「
設
置
後

の
水
質
検
査（
7
条
検
査
）」
を
受
け
、
そ

の
後
は
毎
年「
定
期
検
査（
11
条
検
査
）」

を
受
け
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管
理
す
る
た

め
、
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
を
実

施
し
て
い
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

　
申
請
期
間
は
、
保
守
点
検
の
契
約
最
終

日
の
翌
日
か
ら
3
か
月
以
内
ま
た
は
、
来

年
3
月
27
日
㈪
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で

で
す
（
契
約
最
終
日
が
3
月
の
場
合
は
3

月
1
日
㈬
か
ら
可
）。

対�

象
区
域
…
下
水
道
処
理
区
域（
下
水
道

が
使
え
る
区
域
）以
外

申�

請
回
数
…
平
成
26
年
度
以
降
最
初
に
申

請
し
た
年
度
か
ら
翌
々
年
度
末
ま
で

（
上
限
3
回
）

設
置
後
の
水
質
検
査（
7
条
検
査
）

補�

助
金
額
…
5
人
槽
＝
1
万
円
▼
6
・
7

人
槽
＝
1
万
1
0
0
0
円
▼
8
～
10

人
槽
＝
1
万
2
0
0
0
円

定
期
検
査（
11
条
検
査
）

補�

助
金
額
…
5
人
槽
＝
7
0
0
0
円
▼

6
・
7
人
槽
＝
8
0
0
0
円
▼
8
～

10
人
槽
＝
9
0
0
0
円
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市
長
部
局

部
長
等
…
広
報
監
＝
細
田
隆
司
▼
危
機
管

理
監
＝
大
河
内
徹
▼
総
合
政
策
部
長
＝
矢

部
竹
雄
▼
総
合
政
策
部
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
担
当
部
長
＝
前
島
和
行
▼
総
務
部
長
＝

早
川
茂
▼
財
政
部
長
＝
荘
博
彰
▼
文
化
ス

ポ
ー
ツ
部
長
＝
庭
山
芳
樹
▼
福
祉
部
長
＝

関
根
水
絵
▼
こ
ど
も
未
来
部
長
＝
後
藤
徳

子
▼
保
健
医
療
部
長
＝
松
田
裕
二
▼
環
境

部
長
＝
大
野
隆
▼
産
業
観
光
部
長
＝
田
中

三
喜
雄
▼
会
計
室
理
事
＝
有
山
誠
一

副
部
長
等
…
防
災
危
機
管
理
担
当
参
事

＝
岸
田
隆
▼
秘
書
室
長
＝
大
澤
正
之
▼

総
合
政
策
部
副
部
長
兼
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
室
長
＝
高
木
康
行
▼
総
務
部
副
部

長
兼
総
務
課
長
＝
野
口
昭
彦
▼
総
務
部

法
務
監
兼
総
務
課
法
務
室
長
＝
原
田
い

づ
み
▼
財
政
部
副
部
長
兼
収
税
課
長
＝

佐
藤
敦
弘
▼
市
民
部
副
部
長
兼
市
民
活

動
支
援
課
長
＝
吉
敷
亘
弘
▼
市
民
部
参

事
兼
市
民
課
長
＝
岡
部
実
▼
市
民
部
参

事
兼
新
斎
場
建
設
推
進
室
長
＝
渋
谷
不

二
雄
▼
市
民
部
参
事
兼
市
民
セ
ン
タ
ー

推
進
室
長
＝
中
沢
雅
生
▼
市
民
部
参
事

兼
市
民
セ
ン
タ
ー
推
進
室
大
東
市
民
セ

ン
タ
ー
所
長
＝
久
津
間
義
雄
▼
福
祉
部

参
事
兼
生
活
福
祉
課
長
＝
藤
野
洋
久
▼

福
祉
部
参
事
兼
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

長
＝
福
原
浩
▼
こ
ど
も
未
来
部
副
部
長

兼
こ
ど
も
政
策
課
長
＝
永
堀
孝
明
▼
こ

ど
も
未
来
部
参
事
兼
こ
ど
も
育
成
課
長

＝
吉
田
満
▼
保
健
医
療
部
副
部
長
兼
国

民
健
康
保
険
課
長
＝
川
村
清
美
▼
保
健

医
療
部
保
健
所
副
所
長
兼
保
健
予
防
課

長
＝
内
城
俊
英
▼
保
健
医
療
部
保
健
所

参
事
兼
食
品
・
環
境
衛
生
課
長
＝
樋
口
嘉

之
▼
環
境
部
副
部
長
兼
環
境
政
策
課
長

＝
箕
輪
信
一
郎
▼
環
境
部
参
事
兼
環
境

対
策
課
長
＝
新
井
律
男
▼
環
境
部
参
事

兼
環
境
施
設
課
長
＝
福
田
忠
博
▼
産
業

観
光
部
副
部
長
兼
農
政
課
長
＝
相
川
満

▼
都
市
計
画
部
参
事
兼
交
通
政
策
課
長

＝
井
上
敏
秀
▼
建
設
部
副
部
長
＝
増
田

一
路
▼
建
設
部
参
事
兼
道
路
街
路
課
長

＝
野
口
幸
範
▼
建
設
部
参
事
兼
建
築
住

宅
課
長
＝
河
原
房
夫

上
下
水
道
局

局
長
…
上
下
水
道
局
長
＝
土
井
一
郎

副
局
長
等
…
上
下
水
道
局
副
局
長
兼
給
水

サ
ー
ビ
ス
課
長
＝
円
城
寺
実
▼
上
下
水
道

局
副
局
長
兼
事
業
計
画
課
長
＝
田
島
佳
晴

▼
上
下
水
道
局
参
事
兼
総
務
企
画
課
長
＝

瀬
尾
幸
久

議
会
事
務
局

事
務
局
長
…
議
会
事
務
局
長
＝
田
宮
修

副
事
務
局
長
…
議
会
事
務
局
副
事
務
局
長

兼
庶
務
課
長
＝
小
森
谷
昌
弘

教
育
委
員
会
部
局

部
長
…
教
育
総
務
部
長
＝
根
岸
督
好
▼
学

校
教
育
部
長
＝
佐
野
勝

副
部
長
等
…
教
育
総
務
部
副
部
長
兼
地

域
教
育
支
援
課
長
＝
長
谷
部
洋
志
▼
教

育
総
務
部
参
事
兼
文
化
財
保
護
課
長
＝

下
薫
▼
学
校
教
育
部
副
部
長
兼
学
校
管

理
課
長
＝
福
島
正
美
▼
学
校
教
育
部
参

事
兼
教
育
指
導
課
長
＝
中
野
浩
義
▼
学

校
教
育
部
参
事
兼
市
立
川
越
高
等
学
校

教
育
委
員
会
教
育
長
の
辞
職（
3
月
31
日
付
け
）

　
伊い

藤と
う 

明
あ
き
ら

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命（
4
月
1
日
付
け
）

　
新し

ん

保ぽ

正ま
さ

俊と
し（

60
歳
・
神
明
町
）

＊
教
育
委
員
会
…
学
校
教
育
・
社
会
教
育
・
文
化
財
保
護
な
ど
教
育
に
関
す

る
事
務
を
執
行
。

行
政
委
員
の
退
職
と
選
任（
敬
称
略
）
職
員
課
L
2
2
4
‐
5
5
5
3

副
市
長
の
退
職（
3
月
31
日
付
け
）

　
風か

ざ

間ま

清き
よ

司し

上
下
水
道
事
業
管
理
者
の
退
職（
3
月
31
日
付
け
）

　
栗く

り

原は
ら 

薫
か
お
る

副
市
長
の
選
任（
4
月
1
日
付
け
）

　
栗く

り

原は
ら 

薫
か
お
る（

61
歳
・
川
鶴
一
丁
目
）

　
板ば

ん

東ど
う

博ひ
ろ

之ゆ
き（

52
歳
・
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
岸
町
五
丁
目
）

上
下
水
道
事
業
管
理
者
の
選
任（
4
月
1
日
付
け
）

　
福ふ

く

田だ 

司
つ
か
さ（

61
歳
・
山
田
）

特
別
職
の
退
任
と
選
任（
敬
称
略
）

職
員
課
L
2
2
4
‐
5
5
5
3

人
事
発
令（
4
月
1
日
付
け
）
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5
5
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事
務
長
＝
橋
本
邦
明

監
査
委
員
事
務
局

事
務
局
長
…
監
査
委
員
事
務
局
長
＝
川
合

俊
也

農
業
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長
…
農
業
委
員
会
事
務
局
長
＝
川

野
修
治

退
職
者（
部
長
級
・ 

3
月
31
日
付
け
）

総
務
部
危
機
管
理
監
＝
西
島
昭
善
▼
文
化

ス
ポ
ー
ツ
部
長
＝
牛
窪
佐
千
夫
▼
こ
ど
も

未
来
部
長
＝
小
谷
野
明
▼
環
境
部
長
＝
佐

藤
嘉
晃
▼
経
営
管
理
部
長
＝
福
田
儀
夫
▼

議
会
事
務
局
長
＝
佐
藤
美
智
子
▼
教
育
総

務
部
長
＝
横
田
隆
▼
学
校
教
育
部
長
＝
小

林
英
二

＊
課
長
職
以
上
の
名
簿
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

消
防
局

消
防
局
長
…
消
防
局
長
＝
高
野
春
雄

次
長
等
…
消
防
局
次
長
＝
澤
田
英
司
▼
消

防
局
次
長
＝
比
留
間
富
雄
▼
川
越
北
消
防

署
長
＝
岸
康
弘
▼
川
越
中
央
消
防
署
長
＝

島
村
昭
仁
▼
川
越
西
消
防
署
長
＝
吉
田
和

広
▼
川
島
消
防
署
長
＝
吉
田
敏
行

退
職
者（
部
長
級
・ 

3
月
31
日
付
け
）

消
防
局
長
＝
斉
木
利
之

人
事
発
令（
4
月
1
日
付
け
）

消
防
局
総
務
課
L
2
2
2
‐
0
7
4
1

地
区
計
画
、
ご
存
知
で
す
か
?

都
市
計
画
課
L
2
2
4
‐
5
9
4
5

　
住
み
よ
い
環
境
の
整
備
や
豊
か
な
自
然
の
保
全
な
ど
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

市
内
の
一
部
の
地
域
で
は
地
区
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
区
計
画
っ
て
何
？

　
生
活
に
身
近
な
地
区
を
単
位
と
し

て
、
建
物
の
建
て
方
や
用
途
な
ど
に
つ

い
て
、
地
区
の
特
性
に
応
じ
た
き
め
細

や
か
な
ル
ー
ル
を
定
め
た
、
都
市
計
画

法
に
基
づ
く
制
度
で
す
。
決
定
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
と
の
合
意
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
ま
す
。
現
在
、
左
表
の
14
地
区
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
ル
ー
ル
が
あ
る
の
？

　
ル
ー
ル
は
、
地
区
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
建
物
の
用
途
を
制
限
し
、
用
途

の
混
在
を
防
い
だ
り
、
ゆ
と
り
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
建
ぺ
い
率
の
最

高
限
度
を
定
め
た
り
す
る
な
ど
さ
ま
ざ

ま
で
す
。

　
ま
た
、
地
区
計
画
で
は
建
築
基
準
法

に
定
め
の
な
い
、
敷
地
面
積
の
最
低
限

度
や
壁
面
の
位
置
、
建
築
物
の
高
さ
、

垣
ま
た
は
柵
の
構
造
な
ど
に
つ
い
て
も

定
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
よ
り
地

区
の
実
情
に
合
っ
た
住
環
境
を
形
成
す

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

工
事
着
手
30
日
前
ま
で
に
届
け
出
が
必

要
で
す
！

　
地
区
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域

内
で
、
建
築
物
の
新
築
・
増
築
・
改
築

や
工
作
物
の
新
築
・
増
築
・
外
構
な
ど

の
工
事
を
行
う
と
き
は
、
工
事
着
手
の

30
日
前
ま
で
に
都
市
計
画
課（
本
庁
舎

5
階
）へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
地
区
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
は
、
建
築

確
認
申
請
が
不
要
な
小
規
模
な
増
築
、

垣
・
柵
の
設
置
、
物
置
・
車
庫
の
設
置

な
ど
で
も
届
け
出
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
地
区
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区

域
、
ル
ー
ル
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
都
市
計
画
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

地区名 位置

川鶴笠幡地区 川鶴2丁目、3丁目の各一部

川越笠幡水久保地区 大字笠幡字水久保地内

霞ケ関地区
伊勢原町1丁目、2丁目、3丁目、4丁目、
5丁目の全部および的場新町の一部

南古谷駅西地区
泉町の全部、大字大中居字西の一部、大字
南田島字堤外の一部

四都野台地区 四都野台の全部

上戸新町地区 上戸新町の全部

藤木地区 藤木町の一部

笠幡東前原地区
大字笠幡字東前原の一部、大字的場字鉄砲
場の一部

大塚新田南大塚地区 大塚新町の一部

川越駅西口地区 新宿町1丁目の一部、旭町1丁目の一部

鴨田地区 大字鴨田の一部、芳野台3丁目の全部

西部地域振興ふれあい
拠点地区

新宿町1丁目の一部

新河岸駅周辺地区 大字扇河岸、大字砂、大字砂新田の各一部

東田町地区 東田町の一部

地区計画を導入している地区
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■難病患者見舞金の申請
　難病患者の方に、見舞金を支給します。
受付期間…来年3月31日㈭まで
支給額…年3万6,000円
＊申請した月により、支給期日が異なります。
対�象…市内に1年以上居住し、申請時に有効期限内の指

定難病医療受給者証（埼玉県発行）、特定疾患医療受給
者証（埼玉県発行）、指定疾患医療受給者証（埼玉県発
行）、川越市小児慢性特定疾病医療受給者証のいずれ
かの交付を受けている方

持�ち物…各医療受給者証・印鑑・本人名義の預貯金通帳
申�請場所…障害者福祉課（本庁舎1階）
■特別障害者手当と障害児福祉手当
　申請は随時受け付けています。申請時に必要な書類
は障害の種別等で異なります。また、市が指定した様
式により指定医師が作成した診断書が必要になる場合
があります。詳しくは、同課で配布しているパンフレ
ットをご確認ください。なお、いずれの手当も所得制
限があります。

●特別障害者手当
　20歳以上で身体または精神の重度障害により、日
常生活で常時、特別の介護を要する状態にあり、障害
基礎年金1級程度の障害が重複するか、同程度以上と
認められる方に支給します。
＊施設に入所中の方または3か月を超えて入院中の方
は、手当を受けられません。
支給額…月額2万6,830円
●障害児福祉手当
　20歳未満で、①身体障害者手帳1級の一部・2級の
一部の方、②療育手帳Ⓐ相当の方、③精神障害・血液
疾患・肝臓疾患などで①②と同程度の障害を有する方
に支給します。
＊施設に入所中の方は、手当を受けられません。
支給額…月額1万4,600円
■在宅心身障害者手当
　申請は随時受け付けています。支給額は等級や年齢
によって異なります。詳しくは、同課にお尋ねください。
対�象…市内に住所を有し、①身体障害者手帳1～3級、

②療育手帳Ⓐ～Ｂ、③精神障害者保健福祉手帳1・
2級のいずれかをお持ちの方で、手当の対象となる
等級の手帳を65歳未満で取得した方

＊施設に入所中の方や市民税が課税されている方は対
象となりません。
持�ち物…各障害者手帳・印鑑・本人名義の預貯金通帳・

マイナンバー確認書類（通知カード等）と身元確認書
類（運転免許証等）またはマイナンバーカード

■障害のある方の手帳について
　障害者手帳は、身体障害者手帳・療育手帳・精神
障害者保健福祉手帳の3種類があり、手帳を取得する
ことで、各種福祉サービス等を利用することができ
ます。
　申請時に必要な書類は、各手帳で異なります。詳し
くは同課にお尋ねください。
＊4月以降の身体障害者手帳交付分から同手帳のカバ
ーが紺色となり、すべての手帳カバーの色が統一され
ました。現在お持ちの手帳もそのまま利用できますが、
手帳持参の上、申請いただければ、新しいカバーを交
付することもできます。
●身体障害者手帳
　視覚、聴覚、平衡機能、音声・言語、そしゃく機能、
肢体不自由、内部（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう・
直腸、小腸、免疫、肝臓）機能の障害があり、その
程度が身体障害者福祉法施行規則別表に該当する方
が、市に申請することで、交付を受けることができ
ます。なお、4月より肝臓機能障害の認定基準が見直
しとなり、基準が一部引き下げられました。
申�請時に必要な主な書類…指定医師が記載した市指定

の診断書等
●療育手帳
　知的障害が発達期（おおむね18歳まで）に生じた方
で、川越児童相談所等で一定以上の知的障害が認めら
れた方が、市に申請することで県から交付を受けるこ
とができます。
●精神障害者保健福祉手帳
　精神疾患（そううつ病・統合失調症等）で、一定以上
の精神障害が認められた方で、長期にわたり日常生活
または社会生活上の制約がある方が、市に申請するこ
とにより、県から交付を受けることができます。
申�請時に必要な主な書類…精神保健指定医等が記載し

た指定の診断書、または（精神障害を支給事由とす
る）年金証書等

■福祉タクシー利用券・ガソリン利用券
　次の対象に該当し、福祉タクシーの利用または、ガ
ソリンの費用助成を希望する方は、障害者手帳・印鑑・
車検証（ガソリン利用券希望の方のみ）を持参し、同課
に申請してください。
　なお、既に福祉タクシー利用券または、ガソリン利
用券の登録がお済みの方には、平成28年度分の利用
券を送付しました。
対�象…身体障害者手帳1・2級、療育手帳Ⓐ・A、精

神障害者保健福祉手帳1級のいずれかの交付を受け
ている方

障害者福祉課のお知らせ L224－5785
O225－3033
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高齢者向け給付金（年金生活者等
支援臨時福祉給付金）について

福祉推進課L224－5769

　所得の少ない高齢者に対して「高齢者向け給付金
（年金生活者等支援臨時福祉給付金）」を支給しま
す。
 給付金について詳しくは、市ホームページを確認
するか、専用ダイヤルL0120－216－668（平日、
午前8時30分～午後6時）にお尋ねください。
＊受給資格があると思われる方には、4月中旬に申
請書を発送します。
＊申請書が送付された方でも審査の結果、支給の対
象外となることがあります。
＊申請は郵送でも受け付けます。郵送の場合は〒
350－8601川越市役所福祉推進課。
＊申請から支給までは2か月程度かかります。
受�付日程…4月18日㈪～7月19日㈫、7D 会議室（本

庁舎7階。土・日曜日、祝日を除く）
受�付時間…午前8時45分～午後5時
給�付額…給付対象者1人につき30,000円
給�付対象者…平成27年度の臨時福祉給付金対象者

のうち、平成28年度中に65歳以上となる方
＊平成27年度の市民税（均等割）が課税されている
方の扶養親族等や生活保護制度の被保護者等は対象
になりません。

給付を装った「振り込め詐欺」
「個人情報の詐取」にご注意ください！

復原改修工事完了！
旧山崎家別邸がオープンしました

観光課L224－5940

　旧山崎家別邸は、老舗菓子屋「亀屋」の5代目・山
やま

崎
ざき

嘉
か

七
しち

の隠居所として大正14年に建てられました。
設計は、当時の住宅設計者の第一人者である保

やす

岡
おか

勝
かつ

也
や

によるものです。建築から90年以上たった現在でも
当時の姿がよく残されており、豪商の別邸という独特
の存在感や設計者のすぐれた技量を今日に伝える貴重
な施設です。
　平成26年度から行っていた復原改修工事が完了し
たため一般公開を開始しました。
開�館時間…4～9月＝午前9時30分～午後6時30分

▼ 10～3月＝午前9時30分～午後5時30分　
＊入場は閉館の30分前まで。
休�館日…毎月第1・3水曜日（祝日の場合、その翌日が

休館日） ▼ 12月29日～1月1日
入�場料…100円（80円） ▼大学生・高校生50円（40円）

▼中学生以下無料
＊（ ）は20人以上の団体料金。

セーレム市へ川越市民号を派遣します 国際文化交流課L224－5506

　川越市とセーレム市（アメリカ・オレゴン州）は、昭和61年
8月に姉妹都市提携をしてから今年で30周年を迎えます。
　これを記念し、両市の市民交流を一層発展させるために市民
号を派遣します。
期間…6月24日㈮～30日㈭　対象…市内在住　定員…30人

（抽選）　経費…30万円程度（直接委託業者に支払い。航空運賃、
宿泊費、団体行動時の現地での交通費・食費を含む。オプショ
ナルツアー代などの個人的経費は別途。2人1部屋。1人部屋
希望の場合は追加料金があります）　委託旅行会社…名鉄観光サービス㈱　申し込み…往復ハガキ（1グループ
1枚）に催し名、参加者全員の住所・氏名・ふりがな・性別・年齢・電話番号を明記し、4月25日㈪（必着）ま
でに〒350－8601川越市役所国際文化交流課

商工会議所商工会議所

● 市民会館入口市民会館入口

一
番
街

一
番
街

●

●

●

仲町仲町

時の鐘時の鐘

埼玉りそな銀行埼玉りそな銀行

旧山崎家別邸



　すべてのサービスは、市内に住所
がある方が対象です。

健康ふれあい入浴利用券
　1回200円（一般公衆浴場は300
円）を補助します（年度内6回）。利用
可能施設についてはお尋ねください。
対象…65歳以上
シニア銭湯デイ26
　毎月26日を「ふろの日」とし、市
内の銭湯（旭湯・元町2丁目）を無料
で利用できます。
対象…65歳以上
利�用方法…銭湯に備え付けの「シニ

ア銭湯デイ26利用券」に必要事
項を明記し、番台に提出

敬老マッサージサービス
　あん摩、マッサージ、指圧、はり、
きゅうのいずれかを年1回、無料で
受けられます。利用券は4月中旬に
郵送予定。申請は不要です。
対�象…70歳以上（年度内に70歳に

達する方を含む）
市内循環バス（川越シャトル）特別乗
車証の交付
対象…70歳以上
経�費…1乗車100円（80歳以上無料）
要介護高齢者手当の支給
　申請月から支給します。
対�象…在宅で要介護3～5の65歳以

上（医療保険での入院は対象）
支�給額…月額8,000円
配食サービス
　1日1食（昼食分または夕食分）、
週4食まで、調理された食事を自宅
に届け、安否を確認します。
対�象…在宅で、老衰、心身の障害、

疾病等の理由により調理や買い物
が困難な方で次のいずれかの要件
を満たす65歳以上

　① 1人暮らし
　② 家族等が疾病、就労等の理由で

食事の支援を受けることが困難
経�費…1食当たり500円
紙おむつの給付
　月額5,000円の範囲内で、申請
の翌月から紙おむつを給付します。
対�象…在宅の要介護4・5で、常時

失禁の状態にあり、排泄の介助が
必要な65歳以上（要介護1～3の
方はお尋ねください）

訪問理美容サービス
　理・美容師が高齢者の居宅を訪問
し、調髪等を行います。
対�象…在宅で、要支援・要介護認定

等を受けている、理・美容院へ行
くことが困難な65歳以上
経�費…1回当たり2,000円（調髪ま

たはカットのみの場合）
利�用回数…年度内4回（申請月によ

り回数が異なります）
徘
はい

徊
かい

高齢者等家族支援サービス
　「徘徊探知システム」の利用経費
の一部を助成します。
対�象…65歳以上の徘徊高齢者を居

宅で介護している家族
助�成額…申込料＝全額▶機器の月額

使用料＝2分の1（限度額2,000円）
生活管理指導員等派遣
　日常生活の支援等を行います。
対�象…介護保険法による要支援・要

介護認定等を受けていない、日常
生活が困難な65歳以上
経�費…所得税額により異なる
利用回数…週1回1時間以内
生きがい活動支援通所
　居住地域により、利用施設を決定
します（送迎・給食あり、入浴なし）。
利用施設はお尋ねください。
対�象…介護保険法による要支援・要

介護認定等を受けていない、家に
閉じこもりがちな65歳以上
経�費…1日600円
利用回数…週1回
生活管理指導短期宿泊
　利用施設はお尋ねください。
対�象…介護保険法による要支援・要

介護認定を受けていない、家族が
冠婚葬祭などで不在の場合に1人
で生活することが不安な65歳以上
経�費…1日1,730円
利用回数…年度内7日
居宅改善費助成
　手すり設置や段差解消などの居宅
改善費用の一部を助成します。
対�象…介護保険法による要支援・要

介護認定を受けていない65歳以
上で本人および同居者の市民税所
得割額が10万円以下
助�成額…対象経費の2分の1以内（上

限15万円）
＊助成決定前の着工は無効です。

家具転倒防止器具等取付費助成
　家具転倒事故を防止する器具の取
付費用を助成。
対�象…65歳以上の方のみで構成さ

れる世帯
日常生活用具の給付・貸与
●�給付（自動消火器・火災警報器・
電磁調理器）
対�象…自動消火器・火災警報器＝在

宅の要介護1～5または、1人暮
らしの65歳以上▶電磁調理器＝
在宅で1人暮らしの65歳以上
経�費…生計中心者の所得状況により

自己負担あり
●貸与（一般加入電話回線）
対�象…1人暮らしで市民税所得割が

非課税、かつ電話の権利を有しな
い65歳以上

＊基本使用料は市が負担します。
消防局への緊急通報システムの貸与
対�象…1人暮らし（8時間以上1人に

なる方等を含む）で、慢性疾患に
より常時注意を要し、使用できる
電話がある、おおむね65歳以上
経�費…8時間以上1人になる方等の

世帯は、世帯の所得状況により、
設置工事料の自己負担あり

＊通報時の通話料金は自己負担で
す。
＊申請の翌月末に設置します。
老人福祉センターの利用
　大広間、娯楽室、浴場等を無料で
利用できます。
対�象…60歳以上
●�東後楽会館L224－3366
●�西後楽会館L232－6177
老人憩いの家の利用
　無料で談話室等を利用できます。
対�象…60歳以上
● �小ケ谷老人憩いの家
　L245－8494
● 高階北老人憩いの家
　L248－6565
●�川越駅東口老人憩いの家
　L228－7717

高齢者いきがい課L224－5809

高齢者のための福祉サービス
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その他のサービス（家族介護慰
労金の支給、寝具乾燥、寝具
丸洗い、障害者控除対象者認
定、金婚祝い記念品贈呈、長
寿祝い金支給、救急情報キッ
ト配布など）
＊各サービスの内容等の詳細
はお尋ねください。
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額
の
2
分
の
1（
限
度

額
2
7
0
0
円
）

②�

Ｅ
Ｍ
容
器（
室
内
用
バ
ケ
ツ
型
容
器
）＝

30
基

補�

助
額
…
購
入
金
額
の
2
分
の
1（
限
度

額
1
8
0
0
円
。
容
器
の
み
対
象
）

③
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
＝
25
基

補�

助
額
…
購
入
金
額
の
2
分
の
1（
限
度

額
1
万
8
0
0
0
円
）

＊
下
水
管
・
浄
化
槽
な
ど
に
接
続
し
、
直

接
排
水
す
る
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
は
、
対
象

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象

　
市
内
在
住
で
、
機
器
を
常
に
良
好
な
状

態
で
維
持
管
理
で
き
る
方
。

申
請
で
き
る
基
数

コ�

ン
ポ
ス
ト
容
器
・
Ｅ
Ｍ
容
器
…
合
計
で

1
世
帯
2
基

＊
す
で
に
①
②
で
2
基
分
の
補
助
を
受
け

て
い
る
方
で
、
①
の
補
助
を
受
け
て
か
ら

10
年
を
経
過
し
て
い
る
場
合
、
①
の
み
申

請
で
き
ま
す
。

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
…
1
世
帯
1
基

＊
過
去
に
③
の
補
助
を
受
け
た
方
、
①
②

と
合
わ
せ
て
の
補
助
や
、
過
去
5
年
間
に

①
②
の
補
助
を
受
け
た
方
は
、
申
請
で
き

ま
せ
ん
。

申
し
込
み

　
印
鑑
を
持
参
し
、資
源
循
環
推
進
課（
つ

ば
さ
館
1
階
）。

受�

付
期
間
…
4
月
11
日
㈪
～
来
年
2
月
24

日
㈮建

築
指
導
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

L
2
2
4
‐
5
9
7
4

無
料
耐
震
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
事
前
に
申
し
込
ま
れ
た
図
面
を
も
と
に

建
築
士
が
耐
震
診
断
を
行
い
、
診
断
結
果

や
補
強
方
法
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日�

時
…
5
月
22
日
㈰
、
午
前
10
時
～
午
後

4
時

会
場
…
高
階
市
民
セ
ン
タ
ー

対�

象
…
在
来
工
法
の
木
造
住
宅（
2
階
建

て
以
下
）

申�

し
込
み
…
5
月
12
日
㈭
ま
で
に
建
物
図

面
を
同
課
に
持
参

＊
図
面
が
な
い
場
合
は
要
相
談
。

無
料
簡
易
耐
震
診
断

　
木
造
2
階
建
て
以
下
の
住
宅
を
対
象

に
、
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
に
よ
る
無
料
の
簡

易
耐
震
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
診
断
希
望
の
方
は
、
建
築
確
認
関
係
図

書
・
各
階
の
平
面
図
等
を
用
意
し
て
、
建

築
指
導
課（
本
庁
舎
5
階
）に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
結
果
は
、後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

耐
震
・
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
に
補
助

　
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。
補
助
に
つ

い
て
は
、
申
請
後
、
交
付
決
定
ま
で
日
数

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
交
付
決
定

ま
で
、
業
者
と
の
契
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
の
補
助
も
、
補
助
金
が
予
算
額
に

達
し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

■
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
補
助

　
昭
和
56
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
建
築
物

に
お
け
る
有
料
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

工
事
費
用
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対�

象
…
木
造
2
階
建
て
以
下
の
戸
建
て
住

宅
・
兼
用
住
宅
・
長
屋
・
共
同
住
宅
▼

木
造
以
外
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
▼
多
数

の
者
が
利
用
す
る
建
築
物

補
助
額

①
住
宅
な
ど

　
診
断
＝
上
限
5
万
円

　
改
修
＝
上
限
30
万
円

② 

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
・
多
数
の
者
が
利
用

す
る
建
築
物

　
診
断
＝
上
限
1
0
0
万
円

　
改
修
＝
上
限
3
0
0
万
円

■
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
補
助

　
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
に
よ
る
健
康
被
害

予
防
の
た
め
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
施
工
さ
れ

て
い
る
恐
れ
が
あ
る
建
築
物
の
分
析
調
査

費
用
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対�

象
…
ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有
し
て
い
る
可
能

性
の
あ
る
吹
き
付
け
建
材
の
分
析
調
査

補
助
額
…
上
限
25
万
円

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
等

導
入
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

環
境
政
策
課
L
2
2
4
‐
5
8
6
6

　
個
人
の
住
宅
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
等
を
設
置
す
る
方
に
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
（
補
助
金
が
予
算
額
に
達
し
た

時
点
で
終
了
）。
申
請
用
紙
は
、
環
境
政

策
課（
本
庁
舎
5
階
）で
配
布
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
、申
請
の
手
引
き
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
い
ず
れ
の
補
助
も
4
月
1
日
以
降
に
着

工
し
た
方
が
対
象
で
す
。

受�

付
期
間
…
4
月
15
日
㈮
～
来
年
1
月
31

日
㈫

対�

象
設
備
…
①
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、

②
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
、
③
家
庭
用

燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）、
④
定
置
用

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池

補�

助
額
…
①
＝
1
kW
当
た
り
1
万
円（
上

限
4
万
円
）、
②
＝
1
件
当
た
り

1
万
8
千
円
、
③
＝
1
件
当
た
り
5
万

円
、
④
＝
1

kWh
当
た
り
5
万
円（
上
限

20
万
円
）

申�

し
込
み
…
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
同
課
に
持

参（
郵
送
不
可
）

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

ひ
と 

ま
ち

市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

催
し
・
募
集

ニ
ュ
ー
ス

コ
ラ
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　ウェスタ川越では、オープン以来、さまざまな催しが行われ、多くの方に利用されています。
　大ホールでは、コンサートを始め、クラシック、バレエ、演劇、ミュージカル等が行われ、会議室等
を備えた市民活動・生涯学習施設や男女共同参画推進施設では、たくさんの講座が開催されています。
　また、これらの各施設では、市民の皆さんの活動の場としても広く利用されているほか、複合拠点施
設としての特性を生かし、交流広場や県の施設である多目的ホールなどを一体的に活用したイベントも
行われています。
　このほか、市が運営する南公民館、ウェスタ川越証明センター、子育て支援センター、市民相談室も
市民の皆さんに利用されています。
　ウェスタ川越では、今後も魅力ある催しが予定されています。ぜひ、ウェスタ川越にお越しください。

旭町1丁目旭町1丁目

ウェスタ川越

脇田本町公園脇田本町公園
川越駅川越駅

西口西口

国道16号

国道16号

ウェスタ川越

■所在地　新宿町1丁目17－17
　JR 川越線、東武東上線「川越駅」西口から徒歩約5分
＊イベント・講座情報につい
ては、ウェスタ川越ホームペ
ージを確認してください。

ウェスタ川越 検索

2016.1.102016.1.10

2016.2.112016.2.11

新・ＢＳ日本のうた公開録画：大ホール

　大ホールオープン記念として、市とＮ

ＨＫさいたま放送局の共催により、豪華

出演者による公開録画が行われました。

小江戸川越�農産物と食のまつり：交流広場、多目的ホール等

　川越産農産物の直売や川越産農産物を使った料理・加工品等の販売などが行われ、

約 9,500 人の方が「川越産」を楽しみました。また、川
かわ

越
ごえ

達
たつ

也
や

さんのトークショー

では川越の食材を使ったレシピが紹介されました。

成人のつどい（成人式）：大ホール、交流広場等

　これまでの総合運動公園からウェスタ川越に会場を移し、初めての成人式を開催

しました。施設全体を一体的に活用し、約 2,400 人の新成人が出席。仲間との再会

に喜ぶ笑顔が会場中にあふれていました。

各種講座

　市民活動・生涯学習施設や男女共同参

画推進施設では、年間を通して、さまざ

まな講座が開催されています。

2016.1.312016.1.31

～ 皆さんにご利用いただき1周年 ～

川越達也さん川越達也さん
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ひと集う新しい街

ウェスタ川越オープン1周年 !! 文化芸術振興課L224ー6157文化芸術振興課L224ー6157

　ウェスタ川越 *は、「多彩なふれあいによる地域活力の創造拠点」をコンセプトに、昨年3月、川越

駅西口から徒歩約5分の場所に、川越市・埼玉県・民間事業者による複合拠点施設としてオープンしま

した。

＊複合拠点施設の街区愛称。ウェスタとは埼玉県西部と川越駅西口の「ウェスト（西）」と、さまざまな

市民活動、にぎわいが本施設から始まる意味の「スタート」を組み合わせた言葉です。

　ウェスタ川越 *は、「多彩なふれあいによる地域活力の創造拠点」をコンセプトに、昨年3月、川越

駅西口から徒歩約5分の場所に、川越市・埼玉県・民間事業者による複合拠点施設としてオープンしま

した。

＊複合拠点施設の街区愛称。ウェスタとは埼玉県西部と川越駅西口の「ウェスト（西）」と、さまざまな

市民活動、にぎわいが本施設から始まる意味の「スタート」を組み合わせた言葉です。

2015.6.282015.6.28

総合文化祭：大ホール、多目的ホール等

　市内の文化活動団体により、舞台公演

や展示など、日ごろの活動の成果が披露

されました。

県民ふれあいフェスタ：交流広場

　飲食・物販のほか、地元ゆるキャラ、

ご当地アイドルなどが会場を盛り上げ、

約１万人の方が来場しました。

オリンピックコンサート：大ホール

　（公財）日本オリンピック委員会主催で、

アスリートの映像をバックにオーケスト

ラが多くの名曲を演奏しました。

2015.7.42015.7.4 2015.11.32015.11.32015.7.18・192015.7.18・19

開館記念式典・こけら落し：大ホール

　式典では、本市出身で活躍中の市
いち

村
むら

正
まさ

親
ちか

さん（左上写真）をゲストに迎えました。また、こけら落し公演では、狂言師・野
の

村
むら

萬
まん

斎
さい

さん（中央上写真）が三
さん

番
ば

叟
そう

を、野
の

村
むら

万
まん

作
さく

さん（右上写真）が舟
ふな

渡
わたし

聟
むこ

を披露し、会場からは、われんばかりの拍手が起こり

ました。



　3月26日から小江戸川越春まつりが始まりました。迫力満点の川越藩火縄銃鉄砲隊の

演武や息のあった星野高校吹奏楽マーチングバンド部の演奏などが披露され、春まつり

のオープニングを盛り上げていました。

　今回、一番街商店街の皆さんが江戸時代から続くおもてなしの心をお客様に分かりや

すい形で表現したいとの思いから開催した「小江戸川越・江戸の日」。商店の店員などが

ちょんまげや着物姿でお出迎えをしたり、時代劇の上演をしたりなど、さまざまな催し

が一番街で行われました。館林市から家族で来たという田
た

口
ぐち

穂
ほの

果
か

さん（小学2年生・左上

写真右）は、「ちょんまげや着物姿の店員さんがいてびっくり」とお団子を食べながらに

っこり。行き交う人たちは、いつもとは違う雰囲気の一番街を楽しんでいました。

Ｚひと　まち ふぉとニュース Ｚひと　まち
春の小江戸は江戸情緒いっぱい

本格的な時代劇本格的な時代劇

子
育
て
情
報
館

施
設
情
報

保
健
・
健
康

コ
ラ
ム
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と 

ま
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市
民
相
談
案
内

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

ニ
ュ
ー
ス

催
し
・
募
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　3月14日、中

央保育園に西武

ライオンズのマ

スコットキャラ

クター・ライナ

がやって来ました（株式会社西武ライオンズとの

連携事業）。ライナの突然の登場に子どもたちは

びっくり。一緒に元気よくダンスを踊ったり、野

球体験をしたりしました。その後、ライナからサ

イン色紙や Tシャツなどのプレゼントをもらう

と「ライナかわいい」など子どもたちの喜びの声

が保育園に響いていました。

ライナと一緒に！
　伝統の技などを体験し

ながら学ぶ「子ども体験

教室」が3月12日に市

立博物館で行われまし

た。今回のテーマは、「和

紙作りに挑戦」。子ども

たちは講師の指導を受け

ながら、無形文化遺産に

登録された細川紙と同じ材料を使った和紙作りに

チャレンジしました。おじいちゃんの家にある障

子を見て和紙に興味を持ったという小学1年生の

田
た

村
むら

光
こう

雅
が

くん（砂）は

お姉さんと参加。｢

とても楽しかったで

す」と、出来上がっ

たばかりの世界にひ

とつだけの和紙を大

事に持ちながら、満

足そうに話してくれ

ました。

伝統の技に挑戦

みんなで Lポーズみんなで Lポーズ

｢紙すきの道具が重くて、難し
かった」と姉のひよりさん（小
学4年生・右）

｢紙すきの道具が重くて、難し
かった」と姉のひよりさん（小
学4年生・右）
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　時がたつのは早いもので、2020年の東京オ
リンピック・パラリンピックまであと4年と少
しになりました。川越市は、市内の霞ヶ関カン
ツリー倶楽部でゴルフ競技が開催される予定と
なった直後から、これを千載一隅の好機と考え、
準備を進めています。
　平成28年度には次のような事業を進めるた
めの予算を計上いたしました。
　競技会場への最寄駅となる笠幡駅利用者の安
全確保と利便性向上のため、駅前広場および周
辺アクセス道路の歩道を整備する事業、圏央鶴
ヶ島インターと競技会場を連絡する南北の幹線
道路である市道0074号線の拡幅整備、競技会
場周辺の生活道路や河川を整備する事業などで
す。
　また、競技会場に隣接している旧西清掃セン
ターの解体工事を実施し、オリンピック開催時
にはその跡地を観客の輸送の拠点としての活用
を見込んでいます。

　さらに、松江町交差点改良事業を行うほか、
霞ケ関小（東）交差点、笠幡団地入口交差点につ
いても、交通円滑化を図るための改良事業を行
う方向で、県と共同して事業を進めています。
　ソフト面では、昨年大変好評であったオリン
ピックコンサートを本年も実施します。また、
学校でオリンピアン（オリンピック出場経験ア
スリート）の講義やスポーツ指導を行う事業も
予定しています。
　事前キャンプの誘致に向けて、川越運動公園
内の陸上競技場の改修整備を行います。大会組
織委員会が作成する候補地ガイドへの掲載など
は既に進めておりますが、キャンプ地は自治体
と外国のチームとの直接交渉によって決まるこ
とが多いという実情から、国内外の競技団体等
とのつながりを探している状況です。
　「オリンピック開催中のボランティアとして
協力したい」という申し出をいただくことがあ
ります。大変ありがたいことですが、現時点で
は、地元自治体が具体的にどのような役割を担
うのか不明な状態でありますので、いましばら
くお待ちいただきたいと思います。
　今後は、川越を訪れてくださる方への「おも
てなし」の工夫をしていかなければなりません。
これからも、市民の皆様のご協力をよろしくお
願いいたします。

　
2
月
20
日
、
南
公
民
館
を
会
場
に
「
か
わ
ご
え
カ
フ
ェ

2
0
1
6
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
本
市
の
望

ま
し
い
環
境
像
を
実
現
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
、市
民
、

事
業
者
、
民
間
団
体
お
よ
び
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
組

織
で
あ
る「
か
わ
ご
え
環
境
ネ
ッ
ト
」
が
、
一
年
間
の
活
動

発
表
と
交
流
の
場
で
あ
る「
か
わ
ご
え
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
一
環
と
し
て
行
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　
会
場
に
は
川
越
を
愛
す
る
56
人
も
の
参
加
者
が
集
い
、

基
調
講
演
の
後
、
4
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
テ
ー

ブ
ル
を
囲
み
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
参
加
者
は
、

カ
フ
ェ
に
い
る
よ
う
に
く
つ
ろ
い
で
「
自
然
と
街
が
調
和

す
る
川
越
の『
こ
ま
っ
た
！
』
を『
ス
テ
キ
♪
』
に
か
え
よ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
住
民
や
観
光
客
が
感
じ
て
い
る
川
越

の
困
っ
た
こ
と
、
そ
れ
を
ど
う
変
え
て
い
け
ば
よ
い
か
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
ま
と
め
の
時
間
に
は
「
観
光
客
の
ト
イ
レ
問
題
な
ど
、

見
え
て
い
な
か
っ
た
問
題
点
が
分
か
っ
た
」「
農
業
体
験

や
川
遊
び
と
い
っ
た
、
自
然
を
取
り
入
れ
た
魅
力
づ
く
り

な
ど
、
自
分
だ
け
で
は
思
い
つ
か
な
か
っ
た
意
見
が
聞
け

た
」
等
、
喜
び
の
声
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
環
境
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る

よ
い
機
会
と
な
っ
た
「
か
わ
ご
え

カ
フ
ェ
」。今
後
も
市
で
は
、市
民
、

事
業
者
お
よ
び
民
間
団
体
の
皆
さ

ん
と
意
見
を
交
換
し
、
互
い
に
協

力
し
合
え
る
場
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
政
策
課
L
2
2
4
︲
5
8
6
6

「
か
わ
ご
え
カ
フ
ェ
2
0
1
6
」

環
境
に
や
さ
し
い
行
動
を
目
指
し
て 

13

ひ
と 

ま
ち

コ
ラ
ム

55　オリンピックに向けて



　春の七草の
「すずな」として
も知られるカ
ブ。実は病気に

かかりやすく、病害虫防除が大変な野菜でもあり
ます。さらに、葉物野菜に比べて重さがあるので、
出荷時の作業負担が大きくなりがちです。そのた
め、葉物野菜に作目を転換する生産者も少なくあ
りません。このような中、川越では下赤坂などで
カブの栽培が盛んに行われており、県西部地域の
カブ生産量の多くを担っています。

　「クリームシチューやおでんの具にしてもおい
しいですが、新鮮なカブは、サラダや漬物にする
のがおいしいですね。私のおすすめは甘酢漬けで

す」と話してくれた
のは、大野原出荷組
合長の深

ふか

田
た

圭
けい

一
いち

さん
（下赤坂）。
　川越産のカブの多
くは、市場を通じて
流通していますが、
市内の直売所でも購
入することができます。さまざまに料理して、川
越産のカブをおいしく食べてみませんか。

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　

川川
越越
時時
間間
旅旅
行行
　　
４４９９４４９９４４９９

川
越
時
間
旅
行
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市
立
博
物
館
L
2
2
2
︲
5
3
9
9

一
葉
の
写
真
か
ら

カブ

農政課L224－5939

25

カブ、ホウレンソウ、トマト、キュウリ、コマツナ、
ブロッコリー、ネギ、イチゴ、キャベツ、ダイコン、
ミズナ、タマネギ、のらぼう菜、レタス、春菊

この時期に市内の直売所などで購入できる主な川越産野菜

　
古
写
真
に
は
、た
く
さ
ん
の
情
報
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

左
の
写
真
は
明
治
時
代
の
一
番
街
を
写
し
た
も
の
で
、
市

内
の
風
景
が
記
録
さ
れ
た
最
古
の
写
真
の
一
つ
で
す
。

　
左
側
手
前
の
看
板
に
は
「
埼
玉
県
川
越
警
察
署 

川
越
分

署
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。『
川
越
警
察
署 

沿え
ん

革か
く

調し
ら
べ

』
に

よ
る
と
、
同
分
署
は
、
明
治
11
年（
1
8
7
8
）か
ら
同
15

年（
1
8
8
2
）ま
で
、
現
在
の
仲
町
交
差
点
に
あ
た
る

「
志し

義ぎ

町ま
ち

丁
字
路
」
に
置
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
時
期
と
場
所

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
り
を
挟
ん
だ
向
か
い
側
に

は
「
松
屋
呉
服
店
」
が
あ
り
、
店
先
に
は
大
き
く
屋
号
が

染
め
抜
か
れ
た
の
れ
ん
が
見
え
ま
す
。町
並
み
を
見
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
店
舗
が
木
造
の
板
ぶ
き
屋
根
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
瓦
ぶ
き
と
思
わ
れ
る
建
物
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、こ
の
写
真
か
ら
は
、明
治
26
年（
1
8
9
3
）

の
大
火
に
よ
っ
て
失
わ

れ
た
町
の
様
子
を
う
か

が
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
現
在
開
催
中
の
収
蔵

品
展「
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム

の
追
憶
」
は
、
同
館
所

蔵
の
古
写
真
を
中
心
に

展
示
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
も
古
き
良
き
川
越

の
風
景
に
思
い
を
は
せ

て
み
ま
せ
ん
か
。
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ど
ん
ぐ
り

保や
す

岡お
か

勝か
つ

也や

は
、
明
治
後
期
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
活

躍
し
た
建
築
家
で
す
。
東
京
丸
の

内
の
オ
フ
ィ
ス
街
の
設
計
に
も

携
わ
っ
た
同
氏
は
、
大
正
7
年

（
1
9
1
8
）に
旧
第
八
十
五
銀
行

本
店（
現
・
埼
玉
り
そ
な
銀
行
川
越

支
店
。
写
真
上
）の
設
計
を
手
が

け
ま
し
た
。
当
時
の
副
頭
取
・
5

代
目
山や

ま

崎ざ
き

嘉か

七し
ち

に
そ
の
技
量
を
買

わ
れ
、
銀
行
と
別
邸（
表
紙
写
真
）

の
設
計
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
歯
科
医
院
と
な
っ
て

い
る
旧
山や

ま

吉き
ち

デ
パ
ー
ト（
写
真
下
）

も
同
氏
の
作
品
の
一
つ
で
、
既
に

取
り
壊
さ
れ
た
川
越
貯
蓄
銀
行
を

併
せ
て
川
越
で
は
、
4
つ
の
建
物

を
設
計
し
ま
し
た
。
気
温
も
上
が

り
、外
出
が
心
地
良
い
季
節
で
す
。

蔵
造
り
の
町
並
み
周
辺
に
点
在
す

る
モ
ダ
ン
な
建
物
を
見
に
出
掛
け

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。


